
     

 平成 ２８年４月２８日(木） 

                                  国土交通省  関東地方整備局 

                                          国営昭和記念公園事務所 

 記 者 発 表 資 料 

国営昭和記念公園、全国の有料国営公園ではじめて 

累計入園者数が８,０００万人を突破します 

 

国営昭和記念公園の累計入園者数が、今年のゴールデンウィーク期間中に 8,000

万人を突破する見通しとなりました。国営公園は全国に 17 か所ありますが、有料の

国営公園（１２か所）の中では本公園がはじめてとなります。 

本公園の年間入園者数は、昭和 58年の開園当初は約 30万人でしたが、その後、

こどもの森などの遊具の整備や、大規模花修景の展開、身近にふれあえる自然環境

の創出などにより増加し、平成 26年度以降は年間約 450万人に入園いただいていま

す。また、開園当初と比べ、より広域から来園される方が増えるとともに、週１回など

の高い頻度で来園される方が増えています。最近では、季節の花や野鳥などの写真

撮影や健康増進のために来園される 65歳以上のシルバー世代や、チューリップや紅

葉を鑑賞される外国の方にも多く利用いただいています。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発表記者クラブ 

竹芝記者クラブ・神奈川建設記者会・都庁記者クラブ・立川市政記者クラブ   

 

問い合わせ先 

国営昭和記念公園事務所 所長 松江
ま つ え

 正彦
まさひこ

 ／ 調査設計課 係長 塩島
しおじま

 高明
たかあき

 

                   電話 042-524-1089（調査設計課） FAX 042-526-1466  

※休日の問い合わせ先：国営昭和記念公園管理センター 042-528-1867 

平成 28年５月２日頃 

8,000万人突破見込み 

レインボープール

オープン 

こどもの森 

オープン 

日本庭園 

オープン みどりの文化

ゾーン開園 

○ ８，０００万人目の来園者への記念品の贈呈式を行います 

 （突破予想日、贈呈式の内容に関しては、以下の問い合わせ先へお尋ね下さい。） 



 

【国営昭和記念公園のあゆみ】 

○ 昭和天皇御在位五十年記念事業の一環として設置された国営公園です。 

○ 計画面積は 180ha、現在、169.4ha（全体の 94%）を開園しています。 

○昭和 58 年の開園から 33 年を迎え、年間入園者数は約 30 年間で 10 倍以上に増加。 

ここ２カ年は、計画年間利用者数 300 万人の１．５倍となる約 450 万人が来園。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年度 出来事 年間入園者数(万人) 累計入園者数(万人) 

S58(1983) 第１期開園 18.4  (10～3 月) 

※翌年は 31.6 

18.4 

 

Ｈ４(1992) こどもの森 開園 (累計 1,000 万人) 201.6 1082.3 

H17(2005) みどりの文化ゾーン開園 (累計 4,000 万人) 285.2 4176.9 

H25(2013) 累計入園者数 7,000 万人突破  7060.3 

H26(2014) 年間入園者数 450 万人 454.3 6696.1 

H28(2016) 累計入園者数 8,000 万人突破 H27 年度 438.5 8000.0 

 

 

【入園者層の変化】 

広域からの利用が増えるとともに、高頻度で来園される方も増加 

              地域（％）                          来園頻度（％） 

 

 

 

 

 

 

今後も多くの方に愛される公園を目指し、スタッフ一同取り組んでいきます。 

10 倍 

以上 

33 年で 

8,000万人 

S58 第１期開園 

（カナール、みんなの原っぱなど） 

S60 レインボープールオープン 

H4 こどもの森開園 

H19 こもれびの里開園 

H7 日本庭園開園 

H17 みどりの文化ゾーン開園 


